
白井城跡（渋川市） 築城年代：永享年間（1429年～41年）、築城者：長尾景仲

　　しろいじょう

ここは白井城の城下町で、群馬県高崎市から新潟県長岡市を結ぶ三国街道にあった宿場町の白井宿/「白井城址」の標柱がある



　　　　正面の細い道を入って行くようだ/前方の木々のエリアに白井城跡が展開する



　　前方の階段の上に神明宮が見える



　　階段途中の左手にある説明坂/ここは明蔵院跡らしい





　　これが神明宮





　　　さて、赤丸の「明蔵院」→「帯曲輪」→「三日月堀」→「本丸」→「笹曲輪」→「二の丸」→「三の丸」→「大手虎口」→「北曲輪」そして「南曲輪」へと進んでみよう



　　　　　　社殿の左手を進む



　　　帯曲輪に繋がる土塁状の上を南方向に進む/右手は城域を取り巻く空堀



　　　　右手の空堀の堀底に下りて南方向を見たところ



　　　　この先は藪となっている



　　帯曲輪へと進んで右手の空堀を見たところ/前方に空堀を渡る土橋が見える



　　　その土橋を見たところ/土橋の左手は三の丸（左手）を取り巻いている空堀



左手を見るとその空堀は三の丸（右手）を取り巻くように南方向に延びている/左手の土手状の所は帯曲輪



帯曲輪を南方向に進む/右手が三の丸（右手）を取り巻く空堀



　　　　　　　その三の丸を取り巻く空堀の堀底に下りて南方向を見たところ



　　その堀底を南方向に進むと右手に廻り込むように空堀が枝分かれしている



　　その右手に廻り込む空堀を見たところ/これは右手の三の丸と左手の二の丸の間の空堀となっている



　　　帯曲輪を更に南方向に進む



　帯曲輪は空堀と並行して延びている



　　少し進んで右手を見たところ/ここでも右手に空堀が枝分かれして西方向に延びている/空堀の右手は二の丸、左手は本丸



　　左手を見ると帯曲輪に沿った空堀が更に南方向に延びている/前方に階段があり、右手に枝分かれした空堀に進めるようだ



　　ここがその階段を下りる所/行き先表示と標柱が立っている/ここは前方左手の南曲輪と右手の本丸との分岐点となっている



　　右手に枝分かれし、本丸を取り巻く空堀が「三日月堀」である



　　　　　振り返って見たところ



　　左手の階段を下りて進むと「三日月堀」へと至る/標柱には「帯郭」と記されている



これは帯曲輪に沿った空堀に下りて、更に南方向を見たところ



　　　そこで振り返って見たところ/右手は今進んで来た帯曲輪に沿った空堀/左手の階段を上がって行くと「三日月堀」に至る



　　　　　　　右手の今進んで来た帯曲輪に沿った空堀を見たところ/右手は帯曲輪/左手は二の丸



　　　　　　これは「三日月堀」方向を見たところ/右手は二の丸/左手は本丸



　　空堀は本丸を取り巻き左手にカーブして「三日月堀」となっている/その堀底は水を含んでいて、水堀であったのであろうか



　　　　　左手に廻り込んだところ/左手が本丸/正面に桝形門の石垣が見える



　　　　　　「三日月堀」と記された標柱が立っている



　　　正面が「三日月堀」を上った所にある桝形門の石垣



　　　　　　振り返って「三日月堀」を見たところ/右手が本丸、左手が二の丸



　　　　　　　これは二の丸側から本丸方向に「三日月堀」を見たところ/空堀が三日月状にカーブしているのが見て取れる



さて、これは二の丸から本丸への桝形虎口の土橋から桝形門の石垣を見たところ/左手が「三日月堀」で、右手は空堀が吾妻川
へと延びている



　　　　　　　標柱が立っている



　　　　　これが右手の吾妻川へと延びる空堀/左手が本丸、右手は二の丸



　　　　　これが桝形門の石垣



　　　築造にあたっては太田道灌が指導したと伝わるが



　こんなものも



　　　　　　別の角度から見る



　　　　　　　これは本丸内から枡形虎口を見たところ/左手に説明坂がある











　　　　こんなものも立っている







　　　　　　正面は枡形虎口を守る本丸周囲の土塁/土塁上に石祠がある





　　　　そこへ登って、振り返って枡形虎口を見たところ



　　　この本丸を囲む土塁上を時計回りに進んでみよう



　ここは本丸を囲む土塁の北側辺り



　そこから南方向に本丸を見たところ



　　　　　これは本丸を囲む東側の土塁/左手は先程の帯曲輪に沿った空堀



南方向に進む



　　これは南側の土塁上から北方向に本丸を見たところ



　　　　　　　そこで左手を見たところ/本丸の一部は畑として利用されている



　　　　南西部分の土塁上にはこんな石祠が立っていた



南側の土塁上から更に南方向を見ると一段下に平場があった



　　ここは笹郭



　　　その南先端にある物見台のような岩山/櫓台らしい



そこへ登って西方向を見ると吾妻川が流れている（中州がある）/本丸の三方は土塁で囲まれ、西側はこのように断崖となっている



　　　　　　そこで振り返って北方向を見たところ/正面の土塁の向こうが本丸



　これは本丸の南西部分の土塁上で西方向を見たところで、吾妻川の対岸が見える



　　　　そこから北方向を見たところ/先程の畑が見える



　　　さて、これは枡形虎口の土塁上から空堀越しに二の丸を見たところ/右手が二の丸への土橋/更に右手が「三日月堀」



　ここが二の丸のエリア/前方の木々の向こうに、二の丸と三の丸の間の空堀がある



　　　　　　標柱が立っていた



　　　振り返って本丸方向を見たところ/前方の林の向こうに「三日月堀」がある



　　　　　　右手を見たところ/二の丸のエリアである



　　　　　　さて、これは二の丸から三の丸方向（北方向）を見たところで、手前が二の丸と三の丸の間の空堀を渡る土橋



　その土橋から右手を見たところ/右手が二の丸、左手が三の丸/この空堀が前方で帯曲輪に沿ってあった空堀に合流している



振り返って見たところ/堀底が畑として利用されているが、こちらも二の丸（左手）と三の丸（右手）の間の空堀で吾妻川に下っていく



三の丸のエリアを北方向に見たところ



少し進んで振り返って三の丸を見たところ/標柱が立っている





　　　そこで東方向を見たところ



さて、これは三の丸から更に北方向の北曲輪方向を見たところ/前方の曲がる辺りが三の丸と北曲輪との間の土橋となっている



　　　　右手を見たところで、この木々の向こうが空堀となっており、右手に延びて帯曲輪に沿ってあった空堀に合流している



　　こちらは左手の空堀/左手が三の丸、右手が北曲輪



　　　　　　ここから左手が北曲輪のエリアで、前方の辺りが大手虎口らしい/正面のお堂が建っている部分は櫓台らしい



　　櫓台の手前で振り返って見たところ/標柱が立っている





　　　　　　櫓台に登ってみる



　　　このお堂は「城山不動堂」



　　　櫓台から北曲輪を見たところ



　　南西側から櫓台を見たところ/この高まりは古墳か/実は不動塚古墳という円墳（径約20m、高さ約5m ）



　　　　　　　これはそこから南西方向を見たところで、前方に北曲輪と三の丸の間の空堀が見える



　　こんな塩梅/左手が三の丸、右手が北曲輪/空堀はこの先で吾妻川に下って行く



振り返って東方向を見たところ/左手が北曲輪、右手が三の丸



　　　そこから櫓台を見たところ/櫓台の右手が大手虎口



　　これは西側から櫓台を見たところ



　　そこで振り返って北西方向を見たところ/北曲輪から金毘羅曲輪方向にあたる



　　　南西方向/北曲輪のエリア



さて、ここは櫓台の東側の大手虎口/正面の道路は安房堀と呼ばれた堀跡らしい/左手の民家の庭先に下の説明坂が立っていた





　　その道路を下って行った辺りは吹屋というエリアになる



　　　　近くにこんなものもあった





　　さて、今度は南曲輪と本丸との分岐点から帯曲輪をまっすぐ南方向に進んでみよう



　　　空堀も帯曲輪に沿って延びている/その右手は本丸



　　　　　その空堀の堀底に下りて南方向を見たところ



　　　　　　帯曲輪を少し進むと左手が一寸した平場になっている所があった



　　こんな塩梅/振り返って見たところ



その平場から左手の南東方向を見下ろしたところ/この下のエリアが南曲輪のようだ



　　　　右手の空堀を見たところ



　　そこでまた、空堀の堀底に下りて南方向を見たところ



　　　これは帯曲輪の南側先端部で、右手の空堀もここで左手に廻り込んでいる



　　　　堀底から見たところ/空堀はこの先で左手に廻り込んでいる/元々はこのまま南方向に吾妻川へと下っていたようだが



　帯曲輪の南側先端部からその廻り込んだ空堀を見たところ



　　　左手を見ると、このように空堀は南曲輪の手前で止まっているように見える



　　　堀底に下りて南曲輪方向を見るとやはり前方で止まっているような感じとなっている/空堀の右手は土壇状になっている



　　　これは南曲輪を南側から北方向に見たところ/左手の高い部分が帯曲輪



　　これは空堀が止まった辺りの土壇の東側にあった後世のものと思われる石垣



これは空堀が止まった辺りの北側で帯曲輪に沿ってあった石垣/石垣の上が帯曲輪



　　　　　　これは同じくもう少し北側にあった石積み



　　　　これは吾妻川の対岸から白井城跡を見たところ/笹郭の櫓台から見えたと思われる中州がある



　　さて、白井宿を名残りを見てみよう



　　　　これは北向地蔵尊石堂



　江戸時代に建立されたと記されている/傍には白井堰と呼ばれる用水路が流れる



　　正面の覆屋の下は羅漢水の井戸







　　こんなものも



　白井宿の碑
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